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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 6,209 △6.0 197 △81.7 230 △79.2 137 △81.6
2025年３月期第１四半期 6,606 11.5 1,079 161.8 1,111 142.0 745 142.2

(注) 包括利益 2026年３月期第１四半期 228百万円( △71.2％) 2025年３月期第１四半期 795百万円( 71.7％)

１株当たり

四半期純利益

潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 6.93 －
2025年３月期第１四半期 37.63 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 33,810 18,517 54.8
2025年３月期 33,909 19,133 56.4

(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 18,517百万円 2025年３月期 19,133百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － － － 41.00 41.00
2026年３月期 －
2026年３月期(予想) － － 41.00 41.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 11,600 △6.0 920 △36.0 960 △35.2 680 △32.5 34.33
通期 25,500 △3.5 2,520 △16.3 2,600 △15.7 1,820 △21.2 91.89

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご

覧下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 20,600,000株 2025年３月期 20,600,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 793,703株 2025年３月期 793,703株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 19,806,297株 2025年３月期１Ｑ 19,806,372株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異

なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ

「１．経営成績等の概況」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果もあり、景気は緩やか

な回復基調を維持しましたが、地政学リスクの継続や円安によるエネルギー価格・原材料価格の高止まり、米国の通

商政策を巡る不確実性の高まり、中国経済の先行き懸念および金融資本市場の変動等による影響から依然として先行

き不透明な状況が続いております。

また、当社の業績に影響のある国内向け設備投資につきましては、人手不足が深刻化する中、物価高の継続、海外

景気の減速、米国の通商政策による企業収益の悪化、人件費をはじめとした投資コストの増加懸念等もあり、設備投

資への慎重姿勢が維持される中、老朽設備の維持・更新投資が中心となりましたが、景気に左右されづらい情報化投

資や研究開発投資、昨今重要性が高まっている脱炭素に向けた環境対応投資、ＤＸおよび省力化への投資等が下支え

となり底堅く推移しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における業績につきましては、受注高は 5,619百万円と前年同四半期に比べ

1,911百万円の減少（△25.4％）、売上高は 6,209百万円と前年同四半期に比べ 396百万円の減少（△6.0％）となり

ました。

損益面につきましては、営業利益は197百万円と前年同四半期に比べ 881百万円の減少（△81.7％）、経常利益は

230百万円と前年同四半期に比べ 880百万円の減少（△79.2％）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は137百

万円と前年同四半期に比べ 607百万円の減少（△81.6％）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① エンジニアリング事業

エンジニアリング事業につきましては、温暖化ガス排出削減目標値の引き上げが検討されている中、脱炭素・循

環型社会実現に向けた省エネ型蒸留・蒸発装置等の受注およびＳＡＦのサプライチェーン構築に貢献するため、当

社が得意とする固有技術を全面に打ち出した企画提案を積極的に行いました。

その結果、受注高は 1,231百万円と前年同四半期に比べ 386百万円の増加（＋45.7％）、売上高は 2,061百万円

と前年同四半期に比べ 339百万円の増加（＋19.7％）となりましたが、セグメント利益(営業利益)は 32百万円と前

年同四半期に比べ25百万円の減少（△44.3％）となりました。

※「ＳＡＦ」とは「Sustainable Aviation Fuel」の略で、バイオマスや廃棄物を原料とするカーボンニュートラ

ルとなる持続可能な航空燃料のことです。

② 化工機事業

化工機事業につきましては、一部の業種では新製品の開発等、成長戦略を見込んだ新設工事を計画する動きも見

られましたが、米国の関税政策の影響等、海外景気の下振れ懸念等から顧客の多くは既存設備の安定稼働のための

定期修理およびメンテナンス工事が主となりました。

その結果、受注高は 2,978百万円と前年同四半期に比べ 879百万円の減少（△22.8％）、売上高は 3,006百万円

と前年同四半期に比べ 363百万円の減少（△10.8％）となり、セグメント利益(営業利益)は 254百万円と前年同四

半期に比べ289百万円（△53.3％）となりました。

③ エネルギー・環境事業

エネルギー・環境事業につきましては、引き続き、安全審査が終結した原子力発電所の再稼働に向けたメンテナ

ンス業務、燃料サイクルに関連では、青森県六ヶ所村でのＭＯＸ燃料加工工場の竣工に向けた新規制基準対応工事

の受注および売上げに注力いたしました。

その結果、受注高は 1,409百万円と前年同四半期に比べ 1,418百万円の減少（△50.2％）、売上高は 1,142百万

円と前年同四半期に比べ372百万円の減少（△24.6％）となり、セグメント損失(営業損失)は 88百万円（前年同四

半期はセグメント利益（営業利益）477百万円）となりました。

なお、当社グループは、通常の営業形態として、年度末に完成する工事の割合が大きいため、各四半期の生産、

受注及び販売の状況の間に著しい相違があり、四半期毎の業績に季節的変動があります。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

(資 産)

流動資産は 23,109百万円と前連結会計年度末に比べ 1,284百万円の減少（△5.3％）となりました。

固定資産は 10,700百万円と前連結会計年度末に比べ 1,185百万円の増加（＋12.5％）となりました。

この結果、総資産は 33,810百万円と前連結会計年度末に比べ 98百万円の微減（△0.3％）となりました。

(負 債)

流動負債は 11,331百万円と前連結会計年度末に比べ 482百万円の微増（＋4.5％）となりました。

固定負債は 3,961百万円と前連結会計年度末に比べ 33百万円の微増（＋0.9％）となりました。

この結果、負債合計は 15,293百万円と前連結会計年度末に比べ 516百万円の微増（＋3.5％）となりました。

(純資産)

純資産合計は 18,517百万円と前連結会計年度末に比べ 615百万円の微減（△3.2％）となりました。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は 54.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期第２四半期(累計)及び通期の連結業績予想につきましては、2025年５月９日公表の業績予想から変更

はありません。

なお、上記の予想は、本資料の公表日現在において入手可能な情報や予測等に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後の様々な要因によって予想値と大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,892 8,496

受取手形、売掛金及び契約資産 10,222 10,843

電子記録債権 2,188 1,717

仕掛品 1,427 1,511

原材料及び貯蔵品 67 69

その他 610 485

貸倒引当金 △15 △15

流動資産合計 24,394 23,109

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,772 1,807

機械装置及び運搬具（純額） 259 255

工具、器具及び備品（純額） 124 136

土地 3,711 3,711

リース資産（純額） 35 30

建設仮勘定 53 139

有形固定資産合計 5,957 6,080

無形固定資産 62 66

投資その他の資産

投資有価証券 2,024 2,173

退職給付に係る資産 950 957

繰延税金資産 461 416

長期預金 － 940

その他 62 69

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 3,494 4,554

固定資産合計 9,515 10,700

資産合計 33,909 33,810
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,914 2,142

電子記録債務 2,067 2,506

短期借入金 515 490

リース債務 16 14

未払法人税等 495 84

前受金 3,567 4,554

賞与引当金 503 173

役員賞与引当金 1 －

工事損失引当金 － 1

完成工事補償引当金 107 105

その他 658 1,258

流動負債合計 10,848 11,331

固定負債

長期借入金 990 880

リース債務 21 18

役員株式給付引当金 491 577

長期未払金 56 56

退職給付に係る負債 1,241 1,269

資産除去債務 55 55

再評価に係る繰延税金負債 998 998

その他 72 105

固定負債合計 3,927 3,961

負債合計 14,776 15,293

純資産の部

株主資本

資本金 1,030 1,030

資本剰余金 128 128

利益剰余金 15,163 14,456

自己株式 △509 △509

株主資本合計 15,813 15,106

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 796 896

繰延ヘッジ損益 － 0

土地再評価差額金 2,172 2,172

退職給付に係る調整累計額 351 342

その他の包括利益累計額合計 3,319 3,411

純資産合計 19,133 18,517

負債純資産合計 33,909 33,810
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 6,606 6,209

売上原価 4,833 5,115

売上総利益 1,772 1,093

販売費及び一般管理費 693 896

営業利益 1,079 197

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 36 35

為替差益 5 －

受取賃貸料 2 2

その他 2 6

営業外収益合計 46 44

営業外費用

支払利息 12 3

為替差損 － 3

支払手数料 0 1

その他 1 3

営業外費用合計 14 11

経常利益 1,111 230

特別損失

固定資産除却損 － 21

特別損失合計 － 21

税金等調整前四半期純利益 1,111 209

法人税等 366 72

四半期純利益 745 137

親会社株主に帰属する四半期純利益 745 137
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 745 137

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 60 99

繰延ヘッジ損益 △0 0

退職給付に係る調整額 △10 △8

その他の包括利益合計 49 91

四半期包括利益 795 228

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 795 228
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理の適用）

・税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

・報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)
報告セグメント

その他 合計
調整額
(注１)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注２)

エンジニア
リング事業

化工機事業
エネルギー
・環境事業

計

売上高

一時点で移転される財又は
サービス

682 2,871 346 3,900 － 3,900 － 3,900

一定の期間にわたり移転さ
れる財又はサービス

1,038 499 1,167 2,705 － 2,705 － 2,705

顧客との契約から生じる
収益

1,721 3,370 1,514 6,606 － 6,606 － 6,606

外部顧客への売上高 1,721 3,370 1,514 6,606 － 6,606 － 6,606

セグメント間の内部
売上高又は振替高

14 92 － 106 － 106 △106 －

計 1,735 3,462 1,514 6,713 － 6,713 △106 6,606

セグメント利益 58 543 477 1,079 － 1,079 － 1,079

(注) １．調整額は以下の通りであります。

売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

２．セグメント利益(合計)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

・報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)
報告セグメント

その他 合計
調整額
(注１)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注２)

エンジニア
リング事業

化工機事業
エネルギー
・環境事業

計

売上高

一時点で移転される財又は
サービス

445 2,064 137 2,647 － 2,647 － 2,647

一定の期間にわたり移転さ
れる財又はサービス

1,616 941 1,004 3,561 － 3,561 － 3,561

顧客との契約から生じる
収益

2,061 3,006 1,142 6,209 － 6,209 － 6,209

外部顧客への売上高 2,061 3,006 1,142 6,209 － 6,209 － 6,209

セグメント間の内部
売上高又は振替高

11 19 － 30 － 30 △30 －

計 2,072 3,025 1,142 6,240 － 6,240 △30 6,209

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

32 254 △88 197 － 197 － 197

(注) １．調整額は以下の通りであります。

売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

２．セグメント利益(合計)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 63百万円 71百万円

(注) のれんの償却額は、のれんが計上されていないため、ありません。
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３．その他

(受注、売上及び受注残の状況)

期 別 前第１四半期連結累計期間
自 2024年４月１日
至 2024年６月30日

当第１四半期連結累計期間
自 2025年４月１日
至 2025年６月30日

前連結会計年度
自 2024年４月１日
至 2025年３月31日

セグメント 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

（受注高）

エンジニアリング事業 845 11.2 1,231 21.9 8,501 30.3

化工機事業 3,857 51.2 2,978 53.0 13,059 46.6

エネルギー・環境事業 2,828 37.6 1,409 25.1 6,454 23.1

合 計 7,531 100.0 5,619 100.0 28,015 100.0

（売上高）

エンジニアリング事業 1,721 26.1 2,061 33.2 7,285 27.6

化工機事業 3,370 51.0 3,006 48.4 12,027 45.5

エネルギー・環境事業 1,514 22.9 1,142 18.4 7,118 26.9

合 計 6,606 100.0 6,209 100.0 26,431 100.0

（受注残高）

エンジニアリング事業 8,624 32.2 9,887 36.8 10,717 39.1

化工機事業 4,719 17.6 5,236 19.5 5,264 19.2

エネルギー・環境事業 13,424 50.2 11,714 43.7 11,446 41.7

合 計 26,769 100.0 26,838 100.0 27,428 100.0

(注) 輸出状況 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 前連結会計年度

輸出関係売上高(百万円、％) 181 2.8 364 5.9 527 2.0

エンジニアリング事業 44 0.7 345 5.6 306 1.2

エネルギー・環境事業 136 2.1 18 0.3 221 0.8
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月７日

木村化工機株式会社

取締役会 御中

仰星監査法人

大阪事務所

指定社員

業務執行社員
公認会計士 池 上 由 香

指定社員

業務執行社員
公認会計士 稲 積 博 則

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている木村化工機株式会社の2025年４月１日から2026年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期連結

累計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


